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発表内容 近年、人および鶏肉から基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ（ESBL）産生

大腸菌の分離報告が増加していることから、市販鶏肉における CTX-M 型の

ESBL 産生大腸菌について調べ、患者由来株と比較検討した。 

鶏肉由来株は平成21年～22年の鶏肉 66検体由来のCTXに耐性を示した

71 株を用いた。人由来株は同時期の県内の散発下痢症患者便由来で、CTX

に耐性を示した 33 株を用い、平成 22 年に分離された尿由来 O78：H9 の 2

株を対照として用いた。薬剤感受性試験は KB 法で 12 種類を使用した。CTX

など 6剤の最小発育阻止濃度（MIC）も測定し、鶏肉由来株便由来株間の有

意差は、Wilcoxon の順位和検定によって調べた。また、CTX 耐性株が保有

する blaCTX-M の PCR による group 型別、一部の株については CTX-M type

とシークエンスタイプの解析を実施した。さらに、大腸菌の系発生群の分

類を PCR により実施し、O78 の 18 株については、制限酵素 BlnI を用いて

PFGE も実施した。 

ESBL 産生菌は鶏肉由来株で 30 株確認され、血清型は O78：H9 が 9 株お

よび O78：HUT が 6 株などの 17 種類であった。糞便由来株は 27 株確認され、

血清型は O25：H4 が 8 株および O78：H9 など 9種類であった。鶏肉由来株

と糞便由来株の平均薬剤耐性数は、それぞれ 6.8 剤と 5.4 剤であった。両

者の MIC 値を比較すると、CAZ および CPR は鶏肉由来株の方が高く

（P<0.05）、CPFX は糞便由来株の方が高い値（P<0.05）を示した。両者か

らともに確認された血清型 O78 では鶏肉由来株は 4剤耐性（1株）と 7～8

剤耐性（15 株）に分けられ、薬剤耐性パターンは前者が糞便由来株と、後

者が尿由来株と一致した。前者の鶏肉および糞便由来の O78：H9 の各 1 株

は、CTX-M type は CTX-M-55、系統発生群は A、PFGE パターンは類似し MIC

値では CPR 以外はほぼ一致した。鶏肉から最も多く分離された血清型 O78：

H9 において、鶏肉由来株と患者糞便由来株間で類似株が確認されたことか

ら関連性に注目すべきと思われた。（同様の内容で、平成 23年度日本獣医
公衆衛生学会（中部、平成 23年 8月、福井市）でも発表した。） 

 


